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1.　この本の目的
この本は，大学や短大で「方言学」を学ぶためのテキストとして，また，方言に興味を持っ
ている高校生や一般の方々へ向けた入門書として作成したものです。方言学の入門書はこれ
までにも数多く刊行されてきましたが，それらとこの本との違いは，次の 2点にあります。
（1）図表をふんだんに使って方言の解説を行っていること
（2） 地理的なことばの違いと同時に，方言と社会の関係についても大きく取り上げてい
ること
多くの人にとって方言といえば，まずは自分の生まれ育った地域の方言を指し，それ以外
の方言についてはほとんど知らない，漠然としたイメージしかない，というのが実情だと思
います。各地の方言を知らない人にもわかるように方言のことを説明するにはどうすればよ
いか，その答えが図表をふんだんに使うということでした。そのために，この本では原則と
して左側のページに説明を，右側のページにそれに関連する図表を配置しています。
近年，各地の伝統的な方言は急速に衰退しつつあります。しかし一方で，方言に対する意
識は，「コンプレックス」から「プレステージ」へと大きく変化しています。町には方言看
板や方言を使った観光キャッチフレーズが数多く見られるようになり，メールやブログなど
ネットの世界では方言が飛び交っています。このようなことを考慮して，この本では，社会
の変化に伴い方言の位置づけがどう変化したかと同時に，方言の側から日本の社会を見ると
どうなるかという視点を取り入れて，方言と社会の関係を分析しています。
2.　この本の構成
この本は 5章立てで，各章に 5～6の課を設けています。末尾には付章として，調査のテー
マを例示した「調べてみよう」を付けています。以下に各章，各課のタイトルをあげておき
ましょう。
第 1章　地図から見えることばの地域差
1 方言の区画　2 方言の東西差　3 周圏論的分布　4 逆周圏論的分布
5 いろいろな分布　6 グロットグラム―地点×年齢差―
第 2章　ことばの仕組みから見える地域差
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1 発音の地域差　2 アクセントの地域差　3 イントネーションの地域差
4 アスペクトの地域差　5 条件表現の地域差　6 方言のオノマトペ
第 3章　コミュニケーションから見えることばの地域差
1 あいさつの地域差　2 話の進め方の地域差
3 コミュニケーション意識の地域差　4 昔話の語り方の地域差
5 待遇表現の地域差
第 4章　社会の変化から見えることばの地域差
1 共通語化・標準語化　2 方言と共通語の使い分け　3 伝統方言の現在
4 中間方言の発生　5 新しい方言の発生と広がり
6 近代化によることばの地域差
第 5章　「方言」から見える日本の社会
1 方言の社会的位置づけの変遷　2 地域資源としての「方言」
3 言語意識から見た地域類型　4 ヴァーチャル方言と方言ステレオタイプ
5 社会現象としての「方言」―「方言コスプレ」という現象―
6 方言研究の社会的意義
付章　調べてみよう
3.　この本の意義
私たちは，この本を通して一人でも多くの人が方言学を身近に感じるようになり，また，
一人でも多くの人が自分でも方言を調べてみたいと思うようになることを願っています。そ
のために，付章「調べてみよう」では，調査のテーマや調査のためのヒントを載せています。
この本が，ことばの仕組みやことばの変化の面白さ，日本の社会について考えるきっかけと
なれば幸いです。
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